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第７回 石川県花き品評会及び表彰式を開催
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平成２３年１２月１４日（水）～１５日

（木）に第７回石川県花き品評会（正月・ク

リスマス向け花きが対象）を金沢駅前のＡＮ

Ａクラウンプラザホテル金沢において開催し、

切り花はぼたんやスプレーストックを中心に

３部門で合計９７点の出品がありました。

審査員による厳正な審査の結果、最優秀賞

には金沢市の山森信子さんが出品されたスプ

レーストックが選ばれました。この他の入賞

者の皆様は下表のとおりです。

また、品評会の表彰式は、平成２４年２月

２２日（水）に県農業総合研究センターで開

催され、県生産流通課奥本課長、全農石川県

本部園芸課岡野課長、金沢総合花き株式会社

畑下社長、株式会社金沢花市場村松社長、当

協会松浦会長から６名の受賞者に賞状と副賞

が授与されました。

県農業総合研究センターでは、平成１６年

から８年の歳月をかけフリージアの新品種を

育成し、先に登録した石川ｆ１号と合わせて

７品種が揃ったところです。

この新品種は、既存産地のフリージアのほ

とんどがオランダ原産で黄色品種であるのに

対し、日本人の好みに合う中間色で全国でも

類を見ないカラーバリエーションの豊富さが

特長です。

また生産面でも、これまで本県の気象条件

により栽培品目の少なかった冬期間でも暖房

なしでビニールハウスで栽培できることや、

卒業式や入学式等、花の需要期である３月か

ら４月に出荷できる等のメリットがあります。

さらに、県内外の卸売業者や生花店からは、

「カラーバリエーションの揃う産地として需

要が期待できる」として、県内外の市場から

約１００万本の需要が見込まれていることか

ら、当協会では、今後、県や全農等と連携し、

石川を代表する花に育てていきたいと考えて

おります。

４ Vol.１０ 平成2４年3月31日発行

○栽培について

1. フリージアは球根の冷蔵（10℃・湿

式）や加温を組み合わせることで12月か

ら３月まで開花させることができます。

2. 市場出荷を目的に栽培に取組む生産者に

は無償で球根が配布される予定なので、栽

培に興味のある方は、お近くの農林総合事

務所にお問い合わせ下さい。

表　フリージアの作型図

作型（収穫期） 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

冷蔵促成栽培 冷蔵処理（冷蔵中に芽が出てくる）
①（12月中～1月上） 　　　　　　　　　　　　　　

　　　10℃、7週 保温 （加温で早めることが可能）

冷蔵処理
②（1月上～2月下）

　　　　10℃、6週 保温
（加温で早めることが可能）

無加温普通栽培
③（3月中～4月上）

自然条件で花芽分化（10～15℃）

　　　：堀り上げ　　　　：冷蔵　　　　　：定植　　　　　：開花・収穫　　　　　　　　　　　　

休眠打破

保温

（30℃,8～10週）

自然休眠打破

自然休眠打破

 

賞 名 入賞者氏名 受賞品目 所 属 部 会

最優秀賞 石 川 県 知 事 賞 山森 信子 スプレーストック ＪＡ金沢市砂丘地集出荷場フラワー部会

優 秀 賞

全農石川県本部運営委員会長賞 竹内 美栄子 スプレーストック ＪＡ金沢市砂丘地集出荷場フラワー部会

金沢総合花き株式会社社長賞 高崎 久信 ニューサイラン Ｊ Ａ は く い 押 水 花 木 部 会

株式会社金沢花市場社長賞 松浦 悦子 切り花はぼたん Ｊ Ａ 松 任 花 き 部 会

奨 励 賞
石川県花き園芸協会長賞 安田 和代 切り花はぼたん ＪＡ金沢市砂丘地集出荷場フラワー部会

同 上 松尾 洋美 切り花はぼたん ＪＡ金沢市砂丘地集出荷場フラワー部会

品評会の様子 最優秀賞を受賞した山森さん 受賞作品

新しい動き新しい動き

フリージア新品種の育成

石川ｆ１号

石川ｆ６号石川ｆ２号

石川ｆ３号

石川ｆ４号

石川ｆ５号

石川ｆ７号



平成２４年２月２２日（水）に第７回石川

県花き品評会表彰式に続き、全体研修会を県

農業総合研究センターにおいて開催し、会員

及び関係者約５０人が参加しました。

研修会は、越前スイセンの産地育成に携わ

られた、福井県丹南農林総合事務所の榎本博

之氏を講師に迎え、「新たな交流による越前

スイセン産地の活性化」と題して、球根の改

植を省力化する深耕ローターによる機械掘起

しや水稲育苗ハウスを活用するためのコンテ

ナ栽培法をはじめとして、改植ボランティア

による市民や華道協会との交流等の新たな取

組について紹介していただきました。

続いて、県農業総合研究センターが新たに

育成したフリージア新品種について、同セン

ターの村濱専門研究員から品種特性について、

吉住専門研究員から作型と栽培方法について

紹介していただきました。

検討会の様子

フリージア新品種に関する研修

平成２３年８月１７日（水）に８月咲き小

ぎくの品種検討会を県農業総合研究センター

において開催し、会員及び関係者約５０人が

参加しました。この検討会は、８月咲きの有

望な白色品種の選定を目的として3年振りに

開催し、県農業総合研究センターの協力をい

ただき、計９品種の比較を行いました。

検討会では、吉住専門研究員から品種比較

試験結果の概要について説明をいただいた後、

現物を確認しながら有望品種の検討を行うと

ともに、意見交換を行いました。

なお、本年度の試験に使用した苗は、県内

で生産したものではなかったことから、本来

の開花日と異なる可能性があるため、次年度

も引き続き栽培試験を行うこととしておりま

す。

○はぼたんウェディングフェアの開催

平成２３年１２月１８日（日）、結婚式向

けの需要拡大を図るため、昨年に引き続き金

沢市内のホテルと連携して、切り花はぼたん

を中心に県産花きを用いたウェディングフェ

アを開催しました。

披露宴会場には、和装の結婚式の雰囲気に

あうように、赤系の色で切り花はぼたんやス

プレーストック、サンダーナが華やかに飾ら

れ、また、メインテーブル後ろの特大のペイ

ント柳が豪華さを演出しており、多くのカッ

プルに県産花きの魅力を伝えることができま

した。

○生花店の「親子でふれあう花育教室」に県

産花きを提供

平成２３年９月１１日（日）に玉川こども

図書館で開催されたフラワーアレンジメント

教室に県産の花ナス、雲龍柳、けいとう等を

提供しました。

主催した石川県花商事業協同組合では、若

い世代の花の需要拡大を図るため、親子対象

に花育教室を行っており、当協会としても県

産花きについて知っていただく良い機会とな

りました。
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参加者にプレゼントされたミニブーケ

フリージア「石川f１号」

農業総合研究センター

～「石川f７号」の育成

品 種 名
収 穫 日
( 月 / 日 )

切 り 花 長
( c m )

着 花 節 位
( 節 )

切 り 花 重
( g )

側 枝 数
( 本 )

花 蕾 数
( 個 )

朝 風 7/31 60.2 36.5 51.7 9.7 11.7 

高 原 8/ 1 71.6 32.6 84.4 9.7 20.9 

水 雲 8/ 2 86.1 32.2 64.8 9.5 25.3 

精そよかぜ 8/10 70.4 48.7 74.1 8.1 10.7 

白 舟 8/11 78.5 40.1 79.6 8.8 13.2 

精かげろう 8/12 61.7 32.7 63.0 9.3 31.3 

精 こ は ま 8/15 62.0 38.0 66.5 8.7 24.5 

す ず か ぜ 8/26 76.5 41.2 104.8 7.2 28.2 

お も か げ 9/ 1 72.5 46.2 113.5 9.1 30.9 
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８月咲き小ぎく品種検討会を開催

全体研修会を開催

県産花きのＰＲを実施

ウェディングフェアの様子 親子でふれあう花育教室

試験品種の収穫日と切り花品質

「精かげろう」 「精こはま」 「白舟」

全体研修会の様子


